



Honda Toshiaki JPN (1743-1821) was a Japanese economist in private, influential in 
political economic thought in the mid-eighteenth century. He has known for mercantilist by his 
well-known text composed of mathematics, astronomy, geography, and navigation under the 
influence of European thought.
In my view, this general understanding leaves much to be desired. For understanding 
Toshiaki’s economical theory perfectly, his important text on economics ‘Keisei Hisaku’ written in 
1798 has to be examined more carefully. The following is my accurate analysis to understand 
Toshiaki’s economical theory thoroughly by decoding this text.
Toshiaki endeavored to solve the food problem came under the influence of Tenmei Famine 
(after 1783). He thought introducing the economic development plan for self-sufficient in food, 
improving transport system, promoting domestic industries, could solve pessimistic situation. For 
him, these plans should apply to only domestic area. The above is effective measures for real 
problems. However, he predicted that new food problem would occur by the excessively population 
growth in the future. When this situation comes, he thought that international trade would effective 
measure as thorough preparation.
Such of this insistence by Toshiaki, we need to understand his theory as a gradually 
adjustment for the relation between supply of food and demand by population growth, and his 
theory of international trade is not realistic plan but prevention plan for the future.




The Theory of International Trade in Tokugawa Japan :
































through foreign trade could Japan attain lasting prosperity”＊11 やNajita氏の“Toshiaki’s conception 
of the nation state is clearly that of a mercantilist. The production and accumulation of wealth 
were the responsibility of the central government, whether this wealth was acquired through 































































































































































































































































































































































































































































































































































蝦夷地に関係する著述も遺されている。なお、利明の没年は文政 3 年 12 月 22 日であり、西暦に換算すると
1821 年 1 月 25 日に相当する。したがって、没年は 1821 年と表記した。
＊ 2 18 世紀の時代環境に関しては、「幕藩制社会は所謂「宝暦～天明期」を画期として、流通過程・階級闘争等に質
的変化が起こり、変質・解体に向かうと理解されている。この質的変化の一つは領主権力の搾取強化に拠り齎
され、もう一つはそれ迄都市に独占されていた手工業技術が地方に流出し、所謂特産物生産が各地に展開し、
商品流通が急速に展開した事に拠り、引き起こされたものであり、18 世紀末から 19 世紀前期に当たる寛政～化
政期は、この「宝暦～天明期」に生じた質的変化の一層の深化・拡大の過程として捉える事が出来る」〈森安彦「寛
政の改革と化政時代」大石慎三郎編『日本史（5）　近世 2』（有斐閣、1978 年）、96 頁〉という指摘が概説とし
ての理解である。なお、同時期を対象とした研究史全般については安藤優一郎氏による整理〈安藤優一郎「寛
政改革研究の現状」『寛政改革の都市政策』（校倉書房、2000 年）、13-18 頁〉が有益である。





には、飛彈屋久兵衛の請負であった東蝦夷地アツケシ・キイタップ・クナシリの 3 場所を 1 年間休ませ、廻船
御用達苫屋久兵衛に「御試交易」を実施させる」〈菊池勇夫「海防と北方問題」朝尾直弘・網野善彦・石井進・







る本多利明も『自然治道之弁』〈寛政 7 年（1795）1 月成立〉・『西域物語』〈寛政 10 年（1798）8 月成立〉・『経
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ンの摘発・排除にあること（明・朝鮮は、直接には倭寇）の二点である」〈荒野泰典『近世日本と東アジア』（東
京大学出版会、1988 年）、126 頁〉と総括化されている。
＊ 7 本庄栄治郎氏の成果として、「徳川時代の経済学者、本多利明の研究」『経済史研究』（弘文堂、1920 年、37-99 頁）、
「本多利明集解題」『本多利明集』（誠文堂新光社、1935 年、3-113 頁）、「本多利明の研究」『日本経済思想史研究
　下巻』（日本評論社、1966 年、100-156 頁）を列挙しうる。











利明の経済思想‐寛政 7 年成立『自然治道之弁』の総合的研究‐」『AJ　Journal』第 5 号（国士舘大学アジア・
日本研究センター、2010 年）、35‐36 頁〉。
＊ 11 Keene, Donald.,（1952） The Japanese Discovery of Europe, Honda Toshiaki and other Discoverers, Routledge and 
Kegan Paul LTD. pp. 130. および Keene, Donald.,（1969）The Japanese Discovery of Europe, 1720-1830, Revised 
Edition, Stanford University Press. pp. 105. なお、同書は和訳されている〈芳賀徹訳『日本人の西洋発見』（中央
公論社、1968 年）および藤田豊・大沼雅彦訳『同』（錦正社、1957 年）〉。
＊ 12 Najita,Tetsuo.,（1991）“History and Nature in Eighteenth-Century Tokugawa Thought,” The Cambridge History 
of Japan,Vol.4,Cambridge University Press.pp.650.
＊ 13 1795 年 1 月成立の『自然治道之弁』に展開された利明の経済政策論は天明飢饉にもとづく人口減少や荒廃地拡大、
それにともなう生産力低下現象、さらに生産力の偏在的側面などを問題視したうえで、政策理念「自然治道」
を反映させた「渡海運送交易」政策と「四大急務」政策の導入を要望したものである。詳細については拙稿〈「本
多利明の経済思想‐寛政 7 年成立『自然治道之弁』の総合的研究‐」『AJ　Journal』第 5 号（国士舘大学アジア・
日本研究センター、2010 年）19-41 頁〉を参照されたい。
＊ 14 拙稿『本多利明の経済政策思想 -『自然治道之弁』による日本国「豊饒」化構想とその後の展開』博士学位論文：






庫請求№ 6-18714-2/ マイクロフィルムリール請求№ FCA-002）および、「補遺」を含む国立国会図書館蔵『豊饒
策』（請求記号 211-232/ マイクロフィルム請求記号 YD- 古 -2342）、ならびに 『経世秘策』「後編」に相当する国
立公文書館蔵『国家豊饒策』（請求番号 182-0446）を適宜参照した。
＊ 16 「経世秘策」「巻下」『大系』、27 頁。
＊ 17 利明は天明 5 年（1785）の時点で東北方面へ赴き、現地の凄惨さと直面しており、天明飢饉に関する観察記録
を記している。なお、この経験談は『経世秘策』のみならず、『自然治道之弁』・『西域物語』・『交易論』・『経済
放言』においても紹介されている。





＊ 19 「経世秘策」「巻下」『大系』、27 頁。














紀要』第 87 号（立命館大学人文科学研究所、2006 年、133‐160 頁）にも詳述されている。






＊ 22 南和男「寛政期の諸国人口動態について」林陸朗先生還暦記念会編『近世国家の支配構造』（雄山閣、1986 年）、







＊ 23 速水融「近世後期人口変動の地域的特性」『歴史人口学研究‐新しい近世日本像‐』（藤原書店、2009 年）、38 頁。
＊ 24 速水融「近世後期人口変動の地域的特性」『歴史人口学研究‐新しい近世日本像‐』（藤原書店、2009 年）、39 頁。
＊ 25 「経世秘策」「巻上」『大系』、13 頁。
＊ 26 「経世秘策」「巻上」『大系』、13 頁。






＊ 30 「経世秘策」「巻下」『大系』、28 頁。
＊ 31 徳川時代後期の飢饉と人口数の因果関係についての分析結果として、斎藤修氏は、「飢饉の人口減少効果の少な
からぬ部分は出生率引下げを通じたものであった」〈斎藤修「飢饉と人口増加速度―18‐19 世紀の日本―」『経
済研究』第 51 巻第 1 号（一橋大学経済研究所、2000 年）、36 頁〉と指摘している。




















合的研究‐」『AJ　Journal』第 5 号（国士舘大学アジア・日本研究センター、2010 年）、19‐41 頁〉を参照さ
れたい。
＊ 35 「経世秘策」「巻下」『大系』、36 頁。












＊ 38 山本起世子「天明飢饉期・陸奥国農村の人口と世帯‐仙台領 3 ヶ村の比較‐」高木正朗編『18・19 世紀の人口
変動と地域・村・家族‐歴史人口学の課題と方法‐』（古今書院、2008 年）、64 頁。
＊ 39 渡辺英夫『東廻海運史の研究』（山川出版社、2002 年）、8 頁。








＊ 41 石井謙治『江戸海運と弁才船』（日本海事広報協会、1988 年）、16 頁。
＊ 42 柚木学『近世海運史の研究』（法政大学出版局、1979 年）、26 頁。






＊ 45 「経世秘策」「補遺」『大系』、44 頁。
＊ 46 「経世秘策」「補遺」『大系』、50 頁。
＊ 47 「経世秘策」「補遺」『大系』、50 頁。
＊ 48 菊池勇夫「海防と北方問題」朝尾直弘・網野善彦・石井進・鹿野政直・早川庄八・安丸良夫編『岩波講座　日
本通史　第 14 巻　近世 4』（岩波書店、1995 年）、228 頁。
＊ 49 浅倉有子『北方史と近世社会』（清文堂、1999 年）、54‐63 頁。
＊ 50 菊池勇夫「海防と北方問題」朝尾直弘・網野善彦・石井進・鹿野政直・早川庄八・安丸良夫編『岩波講座　日




















＊ 53 「経世秘策」「後編」『大系』、84 頁。
＊ 54 「経世秘策」「後編」『大系』、84‐85 頁。
＊ 55 『西域物語』において展開された、33 年の期間が経過すれば人口が 19.75 倍に膨張するという数値を示しながら
の予測は、『経世秘策』において一切記されていない。
＊ 56 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。
＊ 57 「経世秘策」「巻上」『大系』、12 頁。
＊ 58 「経世秘策」「巻上」『大系』、12 頁。
＊ 59 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。
＊ 60 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。
＊ 61 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。
＊ 62 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。






184 号（日本科学史学会、1992 年）、207 頁〉という見解もある。
＊ 64 「経世秘策」「巻下」『大系』、32 頁。
＊ 65 「経世秘策」「巻下」『大系』、30 頁。
＊ 66 「経世秘策」「巻下」『大系』、31 頁。
＊ 67 「経世秘策」「巻下」『大系』、29 頁。
＊ 68 「経世秘策」「巻下」『大系』、31 頁。
＊ 69 「経世秘策」「巻下」『大系』、31 頁。
＊ 70 「経世秘策」「後編」『大系』、85 頁。
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化‐17 ～ 19 世紀における日本の文化状況と国際環境‐」（研究代表：笠谷和比古氏）における研究報告（2011
年 10 月）の一環に基づきながら作成したものであり、多岐にわたる専門領域の方々から高度な御教示を賜った。
ここに深く謝意を表したい。又、本稿の成稿に際し、査読者の方々から極めて有意義な御指摘をいただいた。
そちらについても同様の謝意を表する次第である。
